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乳
幼
児
の
食
材
等
の
備
蓄
食
料
の

状
況
に
つ
い
て
。

平
成
24
年
度
は
電
池
式
の
防

災
用
簡
易
ラ
イ
ト
を
新
た
に
整
備

し
、
平
成
25
年
度
は
防
寒
用
サ
バ

イ
バ
ル
シ
ー
ト
を
配
備
し
て
い
く
。

備
蓄
食
料
で
は
、
平
成
23
年
度

よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
特
定
25
品
目
を

使
用
し
て
い
な
い
ア
ル
フ
ァ
米
や
、

高
齢
者
等
が
食
べ
や
す
い
お
か
ゆ

な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

次
に
、
停
電
時
に
安
心
し
て

使
用
で
き
る
イ
ン
バ
ー
タ
ー
方
式

の
発
電
機
の
設
置
に
つ
い
て
。

平
成
25
年
度
に
イ
ン
バ
ー
タ

ー
方
式
の
発
動
発
電
機
を
計
画
的

に
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
従
来

の
も
の
よ
り
も
安
定
し
た
電
気
の

供
給
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
小
中
学
校
な
ど
、
多

数
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
避
難

所
で
の
水
の
確
保
に
つ
い
て
。

各
防
災
備
蓄
倉
庫
に
は
、
浄

水
器
を
配
備
し
て
お
り
、
大
規
模

災
害
に
備
え
て
い
る
。

ま
た
、
飲
料
水
に
つ
い
て
は
、

備
蓄
は
も
と
よ
り
、
災
害
時
の
応

援
協
定
で
企
業
な
ど
か
ら
優
先
的

に
供
給
し
て
も
ら
え
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
公
文
書
管
理
の
取
り
組
み

行
田
市
の
顔
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
行

田
駅
前
の
一
体
的
な
再
整
備
は
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
場

合
、
観
光
客
が
増
え
て
い
る
今
を

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、

早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

市
有
財
産
の
有
効
利
用
を
図
る

観
点
か
ら
も
、
駅
前
周
辺
の
整
備

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
壱
里
山

公
園
を
近
接
す
る
市
有
地
に
移
転

し
て
、
公
園
跡
地
を
有
効
に
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
市
民
の
方
か
ら
駅

前
広
場
が
使
い
づ
ら
い
、
駅
周
辺

に
飲
食
店
な
ど
が
な
く
不
便
と

い
っ
た
意
見
が
多
数
あ
る
こ
と
か

ら
、
駅
前
周
辺
整
備
の
必
要
性
は

認
識
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
、

市
有
地
の
有
効
利
用
の
観
点
か

ら
、
壱
里
山
公
園
用
地
を
有
効
活

用
し
て
い
き
た
い
。

壱
里
山
公
園
の
移
転
を
前
提

と
し
て
、
公
園
跡
地
を
含
め
た
駅

前
広
場
、
ま
た
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー
反
対
側
の
角
地
に
あ
る
市
有
地

を
含
め
た
、
駅
前
広
場
の
拡
充
と

一
体
的
な
整
備
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

一
体
的
な
整
備
に
取
り
組
む

に
は
、
ま
ず
壱
里
山
公
園
の
移
転

に
伴
う
都
市
計
画
の
変
更
や
、
新

た
な
都
市
公
園
の
設
置
な
ど
、
埼

玉
県
と
の
協
議
や
手
続
き
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
。

そ
の
後
、
駅
周
辺
の
具
体
的
な

整
備
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
民

の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
計
画
し
て

い
く
が
、
議
員
か
ら
提
案
の
あ
っ

た
市
内
循
環
バ
ス
発
着
場
並
び
に

タ
ク
シ
ー
及
び
一
般
車
両
の
駐
停

車
エ
リ
ア
の
拡
充
再
整
備
や
駐
輪

場
の
整
備
、
さ
ら
に
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
反
対
側
の
角
地
に
あ
る
市
有

地
の
有
効
活
用
な
ど
、
十
分
に
検

討
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

東
日
本
大
震
災
以
降
、
原
発

に
依
存
し
な
い
、
自
然
の
力
を
利

用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
７
月
よ
り
電
気
事
業

者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
、
全
国
の
自
治
体
で
、
公
共

施
設
な
ど
の
屋
上
を
発
電
事
業
者

に
貸
し
出
し
て
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
す
る
屋
根
貸
し
制
度
の
動

き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
市
と
し
て
も
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補

助
以
外
に
、
小
中
学
校
や
公
民
館

な
ど
、
既
存
施
設
の
屋
根
貸
し
を

実
施
し
、
行
田
エ
コ
タ
ウ
ン
の
創

出
に
向
け
た
施
策
と
し
て
、
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

行
田
エ
コ
タ
ウ
ン
の
創
出
を

目
指
す
た
め
、
行
田
エ
コ
タ
ウ
ン

推
進
方
針
を
策
定
し
た
中
で
、
公

共
施
設
の
屋
根
貸
し
は
重
点
事
業

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

屋
根
貸
し
に
つ
い
て
は
、
施
設

使
用
料
収
入
だ
け
で
な
く
、
非
常

時
に
お
け
る
電
源
確
保
や
屋
根
の

経
年
劣
化
速
度
の
低
減
、
さ
ら
に

は
環
境
教
育
へ
寄
与
す
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
実
現
に
向
け
て
参
入
事

業
者
が
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
対
象

施
設
の
検
討
に
入
っ
て
お
り
、
早

期
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

対
象
施
設
は
ど
こ
を
考
え
て

い
る
の
か
。

施
設
の
条
件
と
し
て
、
今
後

20
年
程
度
施
設
が
存
続
予
定
で
あ

る
こ
と
や
、
昭
和
56
年
以
降
の
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
建
築

物
、
ま
た
は
耐
震
工
事
が
完
了
し

て
い
る
建
築
物
で
、
電
力
会
社
と

の
連
携
可
能
な
発
電
容
量
の
限
界

で
あ
る
50
kw
の
発
電
設
備
設
置
に

必
要
な
屋
根
面
積
８
０
０
㎡
を
有

す
る
こ
と
な
ど
を
条
件
に
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

防災備蓄倉庫

ソーラーパネルの設置

公 共 施 設

太
陽
光
発
電
に
係
る

既
存
公
共
施
設
の

屋
根
貸
し
出
し

大
河
原

梅
夫

（
公
明
党
）

まちづくり

Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
の

周
辺
整
備
を

小

林

友

明

（
新
政
策
研
究
会
）


